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   ように振り付けをして









      形（グーやパー）で楽しむ
77.保育者とのスキンシップを













































































      バリンを打つ、鈴を鳴らす
92.手をたたくだけより、リ
   ズム楽器を使用したほう

























































































































































   せ、隣にすわっている子が
   音を出したらすぐに音を出





















































   ループと観客となって聴くグル
   ープに分かれて活動をしている
28.歌うグループと楽器を鳴らすグ
   ループに分かれて活動したとき

































































































      れている
ｕ.効果音として使ったとき
100.劇遊びに似合う音を考えて使
    うとき
ｆ.皆で音をよく聴き、動く遊び 37.好きな楽器を持ち耳をすませ、
   隣にすわっている子が音を出し





   ープと観客となって聴くグループ
   に分かれて活動をしているとき
28.歌うグループと楽器を鳴らすグル
   ープに分かれて活動したとき（２
   歳児）
関係が深い影響を与える
Ⅲ.皆で音楽（音・リズム）づくりを共有しているとき Ⅳ.皆で一緒に（うまく）演奏することができたとき
Ⅰ.いつもと違う楽器（の音）を試しているとき
Ⅴ.楽器の特性を身体で理解する
Ⅱ.演奏という活躍がアピールできているとき
Ａ.皆で音楽をつくることができたとき（つくっているとき）
Ｂ.楽器を通して音を直観しているとき Ｃ.楽器を使い、かっこよく決めたとき
図9　子どもがリズム楽器で楽しんでいた活動
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いるのである。「音楽をつくるとき」に必要
な楽器を操作する身体と音を聞く耳は、この
ような「音を直観する」活動によって育まれ
る。楽器を自由に扱う楽しさや、音楽の美し
さを味わう喜び、皆の音が合ったときの一体
感など、「音楽をつくる」活動によって得るこ
とができる達成感や満足感は、音を直観する
多様な経験に支えられている。
　次に、「C．楽器を使い、かっこよく決めた
とき」には、「105-6．運動遊びでジャンプし
てタンブリンを鳴らすとき」、など、一見、
音楽とはかかわりが薄いような活動もみられ
る。しかし、子どもは、「29．…コツをつかむ
と力強く良い音が出る…」ことに気づき、体
の動きやたたき方を工夫し、自分が鳴らした
い音を追求しているのである。したがって、
「C．楽器を使い、かっこよく決めたとき」と、
「B．楽器を通して音を直観しているとき」と
は、活動としての側面が異なるものを含みな
がらも、その根底には音を探求する子どもの
姿があり、関係が深いことがわかる。
　同時に、「B．楽器を通して音を直観してい
るとき」の中には、「Ⅰ．いつもと違う楽器（の
音）を試しているとき」、具体的には「ｏ．“ハ
レ”の日の楽器に触れたとき」という場面が
ある。たとえば、「103- ３．自分のやってみた
い楽器を思う存分曲に合わせることができた
とき…」であり、「60．あまり触れたことのな
い楽器（大太鼓、小太鼓）に喜んでいた」場
面である（下線は筆者による）。つまり、「B．
楽器を通して音を直観しているとき」には、
かっこよくリズム楽器を使う他者へのあこが
れがきっかけとなる要素が含まれている。「C．
楽器を使い、かっこよく決めたとき」の活動
は、「見られること」、すなわち「見てくれる」
他者の存在を必要とし、一方で、「B．楽器を
通して音を直観しているとき」、あこがれの
対象としての「かっこいい」他者の存在が活
動の動機として働く。このように、「B．楽器
を通して音を直観しているとき」の活動と、
「C．楽器を使い、かっこよく決めたとき」の
活動は、「見る」、「見られる」という関係にお
いても相互に影響を与えながら成り立ってい
る。
　以上のように、「A．皆で音楽をつくること
ができたとき（つくっているとき）」の楽し
さは、「B．楽器を通して音を直観していると
き」の多様な経験に支えられ、「B．楽器を通
して音を直観しているとき」の楽しさは、「C．
楽器を使い、かっこよく決めたとき」の要素
と深く関係していることが導き出された。子
どもがリズム楽器で楽しむ活動は、かかわっ
ている人やモノが互いに影響し合い、支え合
う関係によって成立している。したがって、
保育者は、保育活動の成果にだけ目を向ける
のではなく、子どもの活動の連続性をとらえ
ながら、その背景や動機を読みとり、それら
に共感しながら応答的にかかわっていくこと
が求められる。このような視点で子どもの姿
をとらえたとき、リズム楽器の活用の可能性
はさらに広がっていくのではないだろうか。
Ⅵ．おわりに
　音が出るモノとしてのリズム楽器は、同じ
空間で多くの子どもが過ごす保育環境では、
使い方に配慮が必要であり、課題も少なくな
いという現状がある16)。しかし、そのような
中でも、保育者は、「子どもがリズム楽器で楽
しんでいた活動」をさまざまな場面でとらえ
ていた。本研究ではそれらの場面をKJ法を用
いて分析した結果、それぞれ活動の側面が異
なるように見えるものでも、相互に影響を与
え合い、関係が深いことが明らかになった。
保育者がそのような活動の関係性を意識した
とき、子どもの体験は新たな意味を帯び、「…
保育者自身が子どもと生きる文脈の中で、「何
をどうすべきか」見つけ出す『力』…」17)に
なるのではないだろうか。今後は、保育者が
抱える課題と照らし合わせながら、具体的な
リズム楽器の活用方法について考察したいと
15） 新村出編著　『広辞苑』　岩波書店　2018　p.1917
16） 小西ほか編著　『乳幼児の音楽表現』p.72
17） 小西ほか編著　『乳幼児の音楽表現』　p.77
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考えている。
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